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はじめに

　尾道市立大学の地域総合センター 2014年度センター叢書の挨拶を2015年の３月末
に書いている。一気に春の気配のおとずれを感じるあたたかで穏やかな日で、明後日
は新入生の入学式である。最近の学生は、はじめての一人暮らしを経験するのは楽し
いと思うより不安になる学生が多いと聞いている。新入生にお勧めは、尾道の市街地
に出て散歩をしながら、観光気分で歩いてみてはどうかといつもおもう。
　しかし尾道で平和な感覚を抱いて生活をしていたのが、今年度は日本中が天候不順
で大きな災害などが各地で起こった。こんなに国内外で天変地異が起こり、武器を
持ったテロが無抵抗の人々をターゲットに殺傷し、世界遺産や文化財を破壊したりし
ている。もちろん戦争には大反対である。
　今から約40数年前、東京の丸の内で東アジア反日武装戦線による無差別爆弾テロ事
件が起きている。当時は学生紛争やデモが数年に及んで、東京の大学ではまともに授
業ができなかった大学も数多くあった。お茶の水の歩道のレンガをはがし、デモ隊の
学生たちが機動隊に投石した。翌日にお茶の水に行ってみると橋のたもとの交番はグ
シャグシャに破壊され、駿河台下への大通りの路上では横転した車から煙がくすぶっ
ている光景を目にした。その１年後、私の通っていた大学にも学生デモ隊が侵入して
きた。美術学部の敷地内にある「正木記念館」というレンガ造りの文化財、しかもそ
の中に他の文化財が収蔵されている、その建物を占拠してしまった。しかも占拠する
前に校庭にあった明治期の大きな美しいガス灯の手吹きの硝子部分を割って記念館を
占拠したのだ。角材を持って、ヘルメットをかぶり、手ぬぐいで覆面というのが学生
たちの姿である。その角材でガス灯を破壊した行為が我々在学生の怒りの連鎖を生ん
でしまった。その結末は夕刻にきた、我が大学の怒れる在学生が建物を幾重にも取り
囲み、全員が「文化財を破壊したお前達は許せない、二度と建物から出られないから
な……」と叫びだした。そこから白旗が出てくるまでに長くはかからなかった。なぜ
かと言うと、美術学部の学生たちの方が、よほど作業着でうす汚く、髪も伸び放題で
野生的に見えたからであった。デモ隊の学生全員がヘルメットやマスクを取り、角棒
を置いて、うなだれて謝りながら１列になって降参して出てきたのを覚えている。
　世界ではそうはいかない事は分かっている。しかし、日本も含めて世界の大国は、
数千年にも渡って文化を築き上げたこの美しい大地を守り、より住みやすい環境を維
持していかなければならない。世界が一丸となってこの星をまもって、科学がもっと
進化して汚染のない元の地球に戻れる日を目指すのが人間という個体の宿命である。
これから社会に出て活躍する学生のためにも望みは捨てないでいよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾道市立大学地域総合センター長
　稲田 全示　　
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